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全国中央会会長・大村功作 氏 オープニングは金沢素囃子の演奏

　

大
会
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

伝
統
芸
能
の
金
沢
素
囃
子
が
披
露
さ
れ
た

後
、
石
川
県
中
央
会
副
会
長
・
赤
石
巌
氏

の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
た
。
全
国
中
央

会
会
長
・
大
村
功
作
氏
、
石
川
県
中
央
会

会
長
・
山
出
保
氏
、
石
川
県
知
事
・
谷
本

正
憲
氏
、
金
沢
副
市
長
・
細
田
大
造
氏
が

挨
拶
。
来
賓
紹
介
の
後
、来
賓
を
代
表
し
、

経
済
産
業
副
大
臣
・
松
村
祥
史
氏
、
農
林

水
産
副
大
臣
・
礒
崎
陽
輔
氏
、
厚
生
労
働

大
臣
官
房
審
議
官
・
土
屋
喜
久
氏
、
商
工

中
金
代
表
取
締
役
社
長
・
安
達
健
祐
氏
が

祝
辞
を
述
べ
た
。ま
た
、政
党
代
表
と
し
て
、

自
由
民
主
党
組
織
運
動
本
部
長
・
山
口
泰

明
氏
、
公
明
党
中
小
企
業
活
性
化
対
策
本

部
長
・
赤
羽
一
嘉
氏
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

大
会
決
議
で
は
、
石
川
県
中
央
会
山

出
保
会
長
を
議
長
に
、
長
野
県
中
央
会

会
長
・
春
日
英
廣
氏
並
び
に
富
山
県
中

央
会
会
長
・
高
田
順
一
氏
を
副
議
長
に

選
任
し
議
事
に
移
っ
た
。

　

始
め
に
、
昨
年
の
決
議
の
経
過
報
告

を
行
い
、
議
案
が
一
括
上
程
さ
れ
、
全

国
中
央
会
副
会
長
・
森
洋
氏
の
意
見
発

表
の
後
、
満
場
一
致
で
議
案
が
採
決
さ

れ
た
。
続
け
て
石
川
県
中
小
企
業
青
年

中
央
会
会
長
・
下
荒
隆
晴
氏
が
決
意
新

た
に
大
会
宣
言
を
高
ら
か
に
掲
げ
た
。

　

休
憩
を
挟
み
行
っ
た
表
彰
式
で
は
、

優
良
組
合
36
組
合
、組
合
功
労
者
73
名
、

中
央
会
優
秀
専
従
者
19
名
が
表
彰
さ
れ

た
。
本
県
か
ら
は
、
優
良
組
合
と
し
て

群
馬
県
高
圧
容
器
整
備
協
同
組
合
、
組

合
功
労
者
と
し
て
群
馬
県
酒
造
協
同
組

合
前
理
事
長
・
栁
澤
光
雄
氏
が
そ
の
栄

誉
に
浴
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
期
開
催
が
平
成
29
年
10

月
26
日
、
長
野
県
・
松
本
市
「
キ
ッ
セ

イ
文
化
ホ
ー
ル
」
と
発
表
さ
れ
、
大
会

旗
が
長
野
県
中
央
会
春
日
英
廣
会
長
に

第68回中小企業団体全国大会

　「団結は力　見せよう組合の底力！」をスローガンに、第68回中小企業団体全国大会が10月19日、
石川県金沢市「いしかわ総合スポーツセンター」において開催されました。
　政府をはじめ関係各方面より多数の来賓を招き、全国から中小企業団体の代表者約2,500名が
参集し、「実感ある景気回復と中小企業の経営力の強化」及び「地域を支える中小企業の生産性の
向上」について、14項目からなる大会決議を採択しました。
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優良組合
群馬県高圧容器整備(協)
(理事長　遠藤祐司 氏)

組合功労者
栁澤光雄 氏

(群馬県酒造(協)前理事長) 大会旗の継承

概要説明を受ける参加者

管理棟の前にて集合写真

宗桂会館内では新旧の技術に触れた

継
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

理
事
長
・
高
田
坦
史
氏
が
万
歳
三
唱
を

し
、
石
川
県
中
央
会
副
会
長
・
米
澤
寛

氏
が
閉
会
挨
拶
を
述
べ
て
閉
会
し
た
。

　

翌
日
10
月
20
日
、
群
馬
県
中
央
会

コ
ー
ス
参
加
者
は
、
金
沢
市
の
日
機
装

株
式
会
社
金
沢
製
作
所
を
視
察
し
た
。

　

同
社
は
、
１
９
５
３
年
に
、
特
殊
ポ

ン
プ
工
業
株
式
会
社
と
し
て
創
立
し
、

１
９
６
８
年
に
日
機
装
株
式
会
社
と
現

在
の
社
名
に
変
更
し
た
。
高
い
技
術
力

と
専
門
知
識
を
背
景
に
事
業
を
拡
大
し
、

人
工
透
析
装
置
や
航
空
機
の
部
品
に
ま

で
事
業
分
野
を
広
げ
、
取
引
先
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

金
沢
製
作
所
は
国
内
に
お
け
る
最
大

の
拠
点
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
工
場
Ａ

棟
・
Ｂ
棟
と
航
空
宇
宙
工
場
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
本
視
察
で
は
、
事
業
所
の
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
メ
デ
ィ
カ
ル
工

場
の
Ｂ
棟
、Ａ
棟
の
順
で
見
て
回
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
Ｂ
棟
で
は
、
透
析
器

(

ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー)

の
自
動
化
さ
れ
た

製
造
工
程
や
衛
生
管
理
の
取
組
、
検
査

体
制
を
見
学
。メ
デ
ィ
カ
ル
Ａ
棟
で
は
、

透
析
装
置
の
製
造
工
程
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
、
検
査
体
制
を
見
学
し
た
。

　

工
場
棟
を
回
っ
た
後
、
加
賀
象
嵌

(

か
が
ぞ
う
が
ん)

と
日
機
装
の
先
端
技

術
を
展
示
・
紹
介
し
て
い
る
宗
桂
会
館

を
見
学
し
た
。

　

日
機
装
で
は
、
創
業
者
の
母
方
の
祖

先
が
加
賀
象
嵌
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、芸
術
・
文
化
へ
の
支
援
と
し
て
、

金
沢
の
伝
統
工
芸
「
加
賀
象
嵌
」
の
継

承
発
展
を
図
っ
て
い
る
。
展
示
さ
れ
て

い
る
工
芸
品
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
館
内
を
回
っ
た
。

来年の第69回中小企業団体全国大会
開催日：2017年10月26日(木)
場　所： 長野県松本市「キッセイ文化ホール

(長野県松本文化会館)」

※ 群馬県中央会のコースにつきましては、
確定後ご案内いたします。ぜひ大会参加
をご予定ください。

日
機
装
の
製
品
に
つ
い
て
も
、
新
し
い

製
品
だ
け
で
な
く
技
術
の
変
遷
や
、
当

時
の
製
品
等
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
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◎
創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

　

式
典
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

群
馬
県
中
小
企
業
団
体
青
年
協
議
会

（
境
野
泰
照
会
長
）
は
、
11
月
15
日
、

高
崎
市
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高

崎
に
お
い
て
、
創
立
40
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
県
、
中
央
会
、
関
係
機
関
、

青
年
協
議
会
歴
代
会
長
等
の
来
賓
を
は

じ
め
、
総
勢
１
３
４
人
が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
、記
念
講
演
会
で
は
、赤
城
フ
ー

ズ
株
式
会
社
常
務
取
締
役
・
遠
山
昌
子

氏
が
「
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
か
ら
老
舗
企

業
の
６
代
目
に
〜
逆
境
を
乗
り
越
え
た

夢
を
叶
え
る
方
程
式
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、「
宝
塚
受
験
、
宝
塚
時
代
、

卒
業
後
も
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

て
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

出
会
い
を
価
値
の
あ
る
も
の
に
す
る
か

ど
う
か
は
自
分
次
第
で
あ
る
。
本
日
の

こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
境
野
会

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
青
年
協
議
会
の
発
展
に
寄

与
し
た
功
労
者
と
し
て
、第
20
代
会
長
・

𠮷
原
秀
忠
氏
、
第
21
代
会
長
・
片
山
順

氏
に
対
し
、
中
央
会
金
子
正
元
会
長
よ

り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
が
行
わ
れ
、
群

馬
県
知
事
代
理
と
し
て
、
副
知
事
・
村

手
聡
氏
、
中
央
会
金
子
会
長
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
前
橋
支
店
長
・
松
尾
悟
志

氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

会
長
・
玉
井
優
氏
、
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ッ
ク
中
小
企
業
青
年
中
央
会
会
長
・

田
中
大
裕
氏
の
来
賓
挨
拶
後
、
青
年
協

議
会
第
12
代
会
長
を
務
め
た
、
中
央
会

副
会
長
・
武
井
宏
氏
が
乾
杯
の
発
声
を

行
っ
た
。

　

歓
談
中
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
群
馬
県
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
で
、

ぐ
ん
ま
観
光
特
使
の
「
あ
か
ぎ
団
」
に

よ
る
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
あ
が
る
中
で
、
青
年
協
議
会
第

14
代
会
長
・
串
田
紀
之
氏
の
中
締
め
に

て
祝
賀
会
を
終
え
た
。

　

遠
山
氏
は
、「
５
年
間
在
籍
し
た
宝
塚

で
培
っ
た
『
出
来
な
け
れ
ば
出
来
る
ま

で
努
力
す
る
』
の
精
神
の
も
と
、
一
か

ら
経
営
学
を
学
び
、『
夢
を
描
く
こ
と
』、

『
明
確
な
道
筋
を
つ
く
る
こ
と
』
が
成

功
の
方
程
式
で
あ
る
と
学
ん
だ
。
さ
ら

に
、
実
体
験
か
ら
『
あ
き
ら
め
ず
に
努

力
を
続
け
る
こ
と
』
を
加
え
れ
ば
夢
を

叶
え
る
方
程
式
と
な
る
」
と
述
べ
た
。

境野会長

遠山昌子 氏

武井中央会副会長による乾杯

　

式
典
終
了
後
、
記
念
祝
賀
会
を
開

催
。
群
馬
県
産
業
経
済
部
長
・
塚
越
正

弘
氏
、
全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
副

群馬県中小企業団体青年協議会

創立40周年記念式典


